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2020年診療報酬改定における、核医学に関する改定ポイントを提示します。 

 



核医学の診療報酬体系について見てみると、各種検査料、核医学診断料．造影剤使用加算があ
ります。 

先進技術料として、甲状腺ラジオアイソトープ摂取率測定加算、新生児・乳幼児加算、断層撮影
負荷試験加算があり、 

画像診断管理加算、電子画像管理加算が別途算定できます。 

甲状腺摂取率測定加算は、甲状腺ラジオアイソトープ摂取率測定加算に、負荷試験加算は、断
層撮影負荷試験加算に名称が変更されました。 

 

 

その他、造影剤やアイソトープ製剤は薬剤料として請求できます。 



FDGを使用したポジトロン断層撮影関連の点数を示します。 

 

所定点数に、核医学診断料、画像診断管理加算、電子画像管理加算の合算です。 

乳房用PETはPET,PET/CT、PET/MRIと同日に行うことが条件なので、核医学診断料、画像診断
管理加算は別途算定はできません。 

 

施設基準を満たさない医療機関では、所定点数の80/100の点数が算定できます。 
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核医学検査の診療報酬は 

検査料、核医学診断料、画像診断管理加算に、 

薬剤料、電子画像管理加算もしくはフィルム料、特定保険医療材料料を加えたものになります。 

検査料はシンチグラム、SPECT、PET、PET/CT、PET/MRI、乳房用PETに区分されています。 

核医学診断料はPET、PET/CT、PET/MRIの場合450点、それ以外の場合は370点が算定できま
す。 

検査にかかわらず初回検査時に月１回に限り算定可能です。 

画像診断管理加算については、所定の基準をクリアすれば 

通常、画像診断管理加算1[70点]と同加算2[180点]同加算3[300点]が 

各々について月1回算定できます。 
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骨シンチグラム、ガリウムなどによる腫瘍シンチグラムなど 

全身シンチグラムは2,200点を算定できます。 

心プールシンチ、肺換気シンチ、腎血流シンチ、RIアンギオなど、 

動態シンチグラムは1,800点を算定できます。 

その他の静態シンチグラムは、1,300点です。 
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SPECT検査料は1,800点です。 

また脳血流SPECTや心筋SPECTに、 

薬剤負荷や運動負荷など、負荷検査を施行した場合には、 

負荷の種類、または測定回数にかかわらず 

１００分の５０、[900点]の断層撮影負荷試験加算が算定できます。 
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心臓核医学検査を行ったときの算定例. 

 

心臓核医学検査の点数は、ここに示すようになりますが、、 

包括評価の場合は処置2に分類され、少し複雑になります。 
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骨シンチグラフィ、全身シンチグラム像をとったときの算定例です。 
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甲状腺シンチグラムに合わせて、甲状腺ＲＩ摂取率測定を行った場合、 

静態シンチグラム１,300点に100点加算できます。 

ただし、画像を伴わない摂取率測定のみでは 

甲状腺ラジオアイソトープ摂取率測定加算[365点]、ラジオアイソトープ検査判断料 [110点]、 

および放射性医薬品薬剤料のみの算定となます。 
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Ｏ15標識ガス剤によるPET検査料は7,000点で、 

18FDGによるPET検査料は7,500点が算定できます。 

13N標識アンモニア剤を用いた場合の検査料9,000点が算定きます。 

 

ターゲットガス（窒素、酸素、二酸化炭素）等の15O標識ガス剤の合成及び吸入に係る費用並びに 

18FDG並びに13N標識アンモニア剤の合成及び注入に係る費用は所定点数に含まれ算定できま
せん。 

 

13N標識アンモニア剤を用いたポジトロン断層撮影については、他の検査で判断がつかない虚血
性心疾患の診断を目的として行った場合に算定できます。 

負荷に用いる薬剤料は所定点数に含まれ、別に算定できません。 
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PETの検査料の算定には施設基準があります。 

核医学診断経験３年以上で所定の研修を終了した常勤医師１名以上がいること。 

さらに診断機器ごとにPET製剤の取扱に関し、 

専門知識・経験をもつ専任放射線技師が１名以上いる必要があります。 

なお、PETにおいては検査料に、薬材料が包括されています。  

フィルム、特定保健医療材料料は別に算定できます。 

同じ月に悪性腫瘍診断の目的でガリウム標識医薬品のシンチグラムを実施した場合はどちらか
一方だけの算定となります。 
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FDG-PETの適応では、2020年診療報酬改定で心サルコイドーシスの診断（心臓以外で類上皮細
胞肉芽腫が陽性でサルコイドーシスと診断され、かつ心臓病変を疑う心電図又は心エコー所見を
認める場合に限る。）が追加されました。 
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PETの算定方法です。 

所定点数に核医学診断料450点、 

所定の基準を満たしている施設では画像診断管理加算が、そして電子画像管理加算の120点が
算定可能です。 
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PET-CTの算定方法です。 

Ｏ15標識ガス剤を用いた場合は7,625点、 

F18 FDGを用いた場合は8,625点が算定できます。 
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PET/CTの算定例を示します。 

CT撮影に関する、コンピューター断層診断料は算定できません。 

しかし、造影を行った場合には、造影剤費用と造影剤使用加算500点が算定できます。 

吸収補正にのみCTを使用した場合と、通常のPETのみに適用される臨床条件の場合は、従来の
PETの撮影点数の算定になります。  
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PET-MRIの点数を示します。 

F18 FDGを用いた場合は9,160点が算定できます。 
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PET/MRIの算定例を示します。 

MRI撮影に関する、コンピューター断層診断料は算定できません。 

しかし、造影を行った場合には、造影剤費用と造影剤使用加算250点が算定できます。 
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乳房用PETの点数を示します。 

18FDGを用いた場合に4,000点が算定できます。 

PET、PET/CT、PET/MRIと併せて同日に行った場合に限り算定できます。 

核医学診断料は、先の検査で算定されているため、当該点数では算定できません。 
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PET、PET/CT及びPET/MRIの撮影料は、施設共同利用率30%を超えていないと、所定点数の
100分の80に相当する点数を算定することとなっています。 

特定機能病院、がん診療連携拠点病院、国立高度専門医療研究センターにおいて、施設共同利
用率30%の縛りがありません。 

 

所定点数算定条件としては、施設基準を満たしていることとなっています。 

 



施設共同利用の計算は、 

① 保有する全ての当該撮影に係る機器を使用した全患者数 

② 当該撮影の共同利用を目的として他の保険医療機関から検査を依頼された紹介患者数 

③ 特別の関係にある保険医療機関間での紹介の場合及び画像の撮影を実施する保険医療
機関への転医目的で紹介された場合に該当する患者数 

のそれぞれの数を以下の式に当てはめて計算する。 

 

施設共同利用率＝（②－③）／（①－③）×100 

 

また、共同利用施設において行われる場合とは、施設共同利用率が10%を超えると届け出た保
険医療機関において撮影する場合又は共同利用を目的として別の保険医療機関が依頼して撮
影される場合を指します。 
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PET読影料という算定基準はなく所定点数を請求できる施設基準の中に医師の要件があります。 

医療法施行規則の施設基準の中に所定の研修を修了した核医学経験３年以上を有する常勤の
医師が１名以上いることが要件となっています。 

この条件が満たされない施設はPET診療自体が行えません。 

日本医学放射線学会専門医・日本核医学会専門医は経験３年以上に該当します。 

PET核医学認定医は日本核医学会が制定した認定医制度で、現在申請要項を核医学会HP上に
掲載しています。 

日本医学放射線学会専門医の資格があれば資格要件の核医学経験３年以上は満たされるが核
医学会員であり、 

PET研修セミナーに出席し、そこでのミニテストを受けていなくてはなりません。 

この認定を受けていればPET関連の算定要件を満たすが、厚生労働省が規定したものではなく 

認定資格がなくては算定できないということではありません。 
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核医学検査のPET、PET/CT、PET/MRI検査で、 

新生児加算に1,600点、乳幼児加算に1,000点、幼児加算に600点がそれぞれ算定できるようにな
りました。 

施設共同利用率30％の施設基準非適応施設においては、各点数の80%を算定することとなりま
す。 
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入院中の患者が他医療機関にPET関連検査のため受診した場合の入院料の取り扱いが変更さ
れました。 
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同一月に 初回CTを行い、 

その後PET/CTを施行した場合、 

PET/CTの所定点数はPETの所定点数で算定することになります。 
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同一月に 初回MRIを行い、 

その後PET/MRIを施行した場合、 

PET/MRIの所定点数はPETの所定点数で算定することになります。 
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また同一月に初回PET/CT、PET-MRIを行い、 

その後CTもしくはMRを施行した場合は 

CTもしくはMRの点数は コンピューター断層撮影の2回目で算定します。 



乳腺悪性腫瘍手術において、乳がんセンチネルリンパ節加算が算定可能です。 

放射性同位元素等を用いてリンパ節生検を行った場合に算定できます。 

 

放射性同位元素はK:手術 項目で算定されます。 



D:検査 センチネルリンパ節生検において、放射性同位元素等を用いてリンパ節生検を行った場
合に算定できます。 

 

放射性同位元素はD:検査 項目で算定されます。 

 



センチネルリンパ節生検には施設基準が設けられています。 

スライドの施設基準をご確認ください。 
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